
教育研究論集第 l号 (2011年 2月発行)

<教育実践研究>

「自分でできる」学び手を育てる
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1 r自分でできる」学び手を育てる ， を目指したい
大きく口を開け，えさをもらうのが上手なヒヨコより，自分の翼を羽ばたかせ，仲間ととも

に社会をよりよく生きていく成応を育てたい。

本稿では，その目的のために，目の前の生徒の様子を見ながら，感じながら組み立てた 1年

聞の授業を報告する。それは，春先にすでに完成されたカリ キュラムを粛々となぞった記録で

はなく，極端に言えば，その日，その時の文脈に応じ自分でできるJ学び手を育てる，と

いう目的の下にあたふたと行った授業の記録である。

例えば2 fzu解指導j として 1つの長く複雑な作品を 「読解させる」ために教師が準備し

た「練りに練った」発問で生徒を導く 》といった与え続ける授業ではなく p 生徒自身が自ら「読

書」できるように， 1つのテク只トで見抜いたことを別のテタス卜で応用してみる，とか，見

抜いたことを使って自分で「問し、」を立ててみる，といった活動である。 r1つの経験Jが「次

の間いを解くヒントになるJ.あるいは「大きな問いに答えるために，小さな聞いを積み重ね

ていく Jr教材そのものが問いのヒン トになる，だから読み込むJといった活動である。でき

るだけ，生徒自身が達成感を感じ，学びの喜びを得やすい授業にと腐心したつもりである。

そんな活動の積み上げの中自分でやってみよう」と志向し，その結果自分でできる」

と学び手自身が思える授業を作ろうとしている。

E 平成 20年度の特徴

筆者は平成 20年度，本中学校へ着任した。学校文化もよく分かっていない，職員とも生徒

とも保雄者ともほとんどつながりがない，ということがまず 1つめの大きな特徴である。信煩

関係を早く築かないといけない，という大きな課題がまずあった。

筆者は教師として，計 4校の公立学校で 21年間教育実践に従事した。そこで，自分なりの

スタイノレや価値観が作られてきた。そのひとつが「教科書をあまりなぞらず，生徒の学習カに

応じて学力を育てるJということである。そういうやや「規格外Jともとられかねない授業を

行うと 2 転勤時には少し余計に緊狼する必要がある。「全国共通Jの「教科書使用J という品
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質保証がない分このやり方でもよさそう Jとか 「このやり方がよしリという実感を日々の

実践で少しずつ築き上げなければならなし、からである。何年かいる学校だと， r先輩もおもし

ろそうにやっていた」といった 「なんとなくの期待感」といったベースの上で比較的スムーズ

に関係が作れるが，着任早々には期待できない。

2つめは，やりながらおいおい分かつてくることだが授業で集中力が続かないJr，、ろ

いろなことに目がいってしまう」という生徒が各クラスにいくらか存在する，ということであ

る。小学校高学年時に 「学級崩壊」的状況を経験している生徒も少なからずいる中学校で

再スタ ー トをきること 」を学年全体に呼びかけ，意識も高まっているが，それでも「学習に集

中できなし、j が習慣化されてしまっている生徒の中にはノートも開けない(聞かなしつ者もい

た。 r特別支援的J態度が教師に強く要求されていると認識していた。

3つめは(これも，年度の途中でおいおい分かつてきた特徴)， 2つめの状況からの派生と

も言えるが，生徒問のトラブノレや問題行動等で放課後の時間の多くが使われる状況だった。 1

年時に生徒と教師，生徒同士の信頼関係を築くことは大事であり j そのためにはひとつひとつ

のトラフルに対し丁寧な聞き取りや解決方法そのものを教えていくことが大事となる。いいか

げんに聞き取って漠然と謝罪させるなどすると，後々，さらにトラブノレが増えることを筆者(た

ち)は経験的に学んでいる。ただ，その 「丁寧な指導」のためには多くの手間暇が必要である。

そういう中で，学びの習慣が乏しい生徒も含めた生徒との授業を作り出さなければならない。

4つめは，選抜を経て来た生徒が集まる附属中学校であるため， rやる気j も 「能力」も高

く，さらに伸ばしたい生徒もたくさんいるということである。そういう生徒たちにも失望感を

与えずここに来てよかった」 という学びをつくり出す必要が，当然ある。

この 4つあたりを大きな特徴ととらえて，筆者は平成 20年度を過ごしていたと恩う。

E 平成 20年度第 1学年国語科の大まかな目論見

「大まかな目論見」は年間指導計画」に比べずいぶんと「大まかj である。

「年間指導計画を紋密に作る」よりもより 「大まかJな 「目論見」で十分であり，そのほう

が日々の実践において自由がきく，と考える。

「特徴Jでも述べたが，生徒は年度ごとに多様である。さらに，日々変化もし，クラスの 「や

る気j 的雰囲気も変化する。その 「変化」を作るのも筆者たちの仕事であるが，その 「変化J

に応じるのも仕事である。 「臨床」と考えていただければ，よいだろう 。そのときの状況をど

う読み，どう対応するか。そして，対応しつつも，向かうべき方向はある程度定めてぶれない。

そういう教科授業の展開を理想としており，そのためには「大まかな目論見jのラフさがよい。

平成 20年度の第 1学年国語科の大まかな目論見としてはできる(読める，書ける，聞

ける，話せる)J感覚を育てるような授業を作ること 。「 自分って，やればできるんじゃない

の(I can do~)J と思えること。まずは，その感覚を育てるような授業にしたい。

そのために，まず漢字は書けるかも j と苦手だった生徒にも思わせる取り組みをしたい。

そこで少し「できる Iイメージを作り，その後読める Jr書ける」という感覚を育てるよ

うな授業を展開する。学年当初考えていたのは具体と抽象を見分ける力を育てる授業Jr W似

てる』を見つける力， w似てる』を読み取る力を育てる授業Jr W編集』の感覚を育てる授業」

f古典の入門的な授業Iといったことである。また，意欲とか感情といったものになるが友

118 



教育研究論集第 l号 (2011年 2月発行)

達の意見を聞くのが楽しい」とか「自分の意見を伝えるのが楽 しい」という感f青を折々の授業

での取り組みで育てたい，と考えた。

本稿では r1 漢字Jr 2 読みのスピード測定Jr 3 具体と抽象Jr 4. ~似てる』の力」

r 5 古典」についての取り組みを書く。

W 実践

1 記憶力増強プロジェクト 漢字は覚えられる

1年生である。「小学校から 中学校へJr入学」という変化は多くの生徒に 「やる気Jをも

たらす。その「やる気Iを持続させるこ止が大事である。そして，持続のためには『ゃったこ

と」への f実り Jの感覚，そして予感を育てることが大事だ，と思う。

そのために，まず取り組んだのが 「漢字Jである。

(1) 漢字とのつきあい方

本学年にも「漢字嫌いJは少なからずいる。 f嫌し、Jの生徒を少しでも好きにさせたい，と

思う。聞けば rl英字を間違えたら漢字ノートに00図書かされたJ(00は 50とか 100と

か)，という課題を苦役と考えている生徒も多い。そして r，、やいややったけど，やっぱり

漢字はよLえられなかった」と結論づける。そういう無力J惑を入学時に解消したいと思う 。

(2) 少ない個数を毎回覚える 『覚え方」を学び 1 身につける

r 1度に 50個覚えなさいj などと言ってもそれでは得意になれなかった1 という経験

を持ち，今ようやく「生まれ変わろう Jとする生徒が挫折するだけなので， 1回あたり 8個(そ

れは， 1文字のI英字だったり，四字熟語だったりする)の問題を提示する。それを原則毎時間

行う。続けることで， r覚えられた漢字」は増え，それが自信につながるだろう。

また，覚え方，として，次の r3つのステップ」を提示する。

第1ステップ 『ひらがなを見て悩むJ(脳に『知りたい!Jと恩わせる)

第2ステッブ 『漢字を見て，なるほど!と思うJ(脳に漢字を印象づける)

第3ステップ 「ひらがなを見て漢字を書くJ(脳に『どうだつたつけ』と思わせる〉

以下，第 2，第 3の繰り返しで，スピードと回数を意識して練習させる。

(3) 基本的な流れ

① 前時までに学習した漢字を 40問，口頭で伝え，生徒がノ ー ト(確認のページ)に呑き取

る。その際，書き取りの時間は， 5秒から 6秒。文字数や画数によって，速さを筆者が閥整

し速すぎて香けないJにならず遅すぎてだるい」にならないように心がける。

② その丸つけ。「丸つけして，自分を褒める。『覚えられる』というイメージを育てる。そ

して j 丸つけができたら，練習ページでひらがなを見て練習。 3分間」と伝える。生徒たち

は，丸つけが終わり次第，練習ページで練習。

③ 今日の漢字。 8問の漢字を 1問ずつ，まずはひらがなを板書し，次にヒントを口頭で伝え，

漢字を板書する。ヒントを口頭で伝えるのは「必要性のある『聞く』経験Jを授業の中に繰

り返し入れるためである。
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@ 今日の漢字の 3分間練習。

⑤ 確認ベージで，今日の漢字の確認。筆者が口頭で 8問を読み上げ，生徒が書き取る。その

後今日の漢字を覚えたことを褒めるための丸つけ」を生徒が各自で行う。

(4) 静かなスヲ ト

授業の最初は漢字と決めることでノ ー トを広げなさし、」とか「教科書00頁を開けJな

ど，指示の必要が少ない。授業前に教科書を準備できない生徒のために書き取り 50秒前J

の指示から始める。その後は，問題を読み上げるだけなので，読み上げを聞こうと思えばτ 割|

と抵抗なく静かなスタート となる。

「静かにしなさしリという指示より， rooをしなさし、」 という行動の指示の方がより静か

になりやすいようである。

(5) 無駄な言葉かけはできるだけ少なく rできる」の確認は具体的に

「この前ゃった漢字，覚えましたか」などと尋ねるのではなく(つい，このたくいの言葉を

言いがちになるけど)， r覚えていた」 と自覚できる機会を作る。それが，授業最初の 40問

の復習であり，今日の漢字の確認である。

(6) ヒントという「聞く練習」

すでに漢字が書ける生徒には必要感は薄いが，分からない生徒にとっては，ヒントを述べる

ことで 「音声言語を聞き】図形(具体的イメージ)を作る」 という練習になる。例えば， r尋

ねる j の「尋Jであれば， r上，中，下にパーツが分かれ，さらに中は左と右に分かれる。上

から順番にカタカナ，ヨ。 中は左，偏の方がカタカナ，エ，右，ヲ与の方が，カタカナ，口。そ

して，下が 寸法師の寸」などと 口頭で伝える。 ヒントで書けたことも書けた IJと喜べ

る生徒が多い。黒板に 「答えj として舎かれた文字を見てノートに書き付けるのと，ヒントを

聞いて書くのとでは，ヒントを聞いて書く方が主体的な活動が大きい分，達成感は大きい。ま

た落ち着きの作りがたい生徒」にとってヒントを聞く 」のは[目的がはっきりしてい

る」ので聞きやすく 「聞けたJ という 自信にも少しくらいはつながるはずである。

(7) r覚え方」を学び r覚えられる」実感を育てる

「記憶力増強プロジェクト Jなどと大仰に生徒に伝えるのは漢字だけを覚えさせればよ

い1などとは考えていないからである。学校教育で 「思考力を育てたい」ということはよく聞

くし，確かに大事だが記憶Jもまた依然として学校教育で重要な位置を占めている。漢字

を含めた国語科の語実，英語科でも英語の語家もあれば，文型などあり，社会科や理科などで

も「記憶すべきこと Jは多い。そういう学校教育の場にあり私は記憶ダメだから」とあき

らめさせてはならないし，その力や自信をつけるのも授業の場であるへきだろう。 「覚えるべ

きことはすべて家でやりなさしリでは覚えるのが苦手J と思い続けている子にとってはつ

らいだろう 。「漢字学習j を通し「覚えられるI意識を育て，手段を獲得させたいのである。

しかも，この漢字学習を「帯単元」として継続させることで， r少しずつ続ける ことが，や

がてはっきりとした成果を作る j という 「成長j の枠組みを生徒に獲得させたいのである。
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(8) 中学2年 f 中学3年へのつながり

中学 1年の最初は，問題を口頭で出し，ヒントも出す。そのため，毎回 20分ほどを使った。

一通り学年配当の漢字Jを終えた後は， 1 0分から長引し、て 15分ほどの時間にしている。

中学 2年以降，かなり漢字の扱いはシンプノレにL-， 1 0分でおわる内容にしている。

また，この 「授業開始の 10分間の漢字 コーナー」は学年配当の漢字Jだけでなく 2

年時は 「自分で作る漢字 100間プリント」という課題を全員に課し，そこから筆者が選んだ

漢字 100問を出したり，同じく 「自 分で選ぶ四字熟語Iという課題から筆者がさらに選んだ

四字熟語を 204問出したりと 「生徒自身が世界から選んできた漢字Jを皆で共有し，覚える

時間にもしている。

2 黙読スピードアップと「。読み(まるよみ)Jスピ ドアップ

(1) 授業で扱う文字の分量

筆者が授業で使う文章は 1年生を対象とする場合，概ね 500字から 600字である。 50 

0字 600字 左いう量は新聞の一面下のコラム程度である(3年でも多くて 18 00字くら

し、)。それを 1枚のプリントにする。

大事なのは 「見渡し観j といったものだと思っている。「読むこと 」を 「書くこと」にもつ

なげたい。長く複雑な文章は教師によって練った質問がなされ，誘導されれば，構造的なもの

が読み解けるかもしれないが】生徒自身が読みとくのはずいぶん難しいだろうと思うのだ。

その点， 500宇 600字 という量であれば，どこが抽象であるとか，どこがその具体であ

るとか，ある程度練習すれば読めるようになるのではないか，と考えている。

同様に，書くときにも，その程度の量(5 0 0 字 ~ 600字)であれば構造」を意識し

て書き通せ，さらにその作品を友達が読むときに 「構造Jを意識して読み解きやすいだろう 。

そういう繰り返しによって習熟し， 習熟することによってさらに長く複雑なものにも挑戦でき

るのでは，と期待もするのである。

さらに言えば，これくらいなら国語科そのものや読解に苦手意識を持つ生徒にも 「まあ，読

んでみょうかな」という意識を持たせることが可能だ，と思う 。

今まで出会った生徒から察するに， 国語科や，文章に興味の薄い生徒らは，そんなに文章も

読まずに 3 問いだけ聞いて(あるいは，聞いも聞かずに)時聞を過ごしてしまいがちである。

そういう状態を恒常的にしないために 。読みJUまるよみj と呼んでいる)を作った。「。

読み」によって，少なくとも，音読で何度か，そして，友達の読みを聞いて何度か読んだJ

という経験は作られる。

要するに，例えば，夏の暑い 5時間目やプーノレや運動会練習直後の授業においても生徒のほ

とんどが机に突っ伏すことなく読もう j と思える授業を作るひとつの工夫といってよいだ

ろう 。「突っ伏している者」にとってそのときの授業内容は無に近い。できれば，そういう状

態を作りたくない。 「多くを救う大乗仏教j に倣い「大乗型授業j への試みとも言えようか。

まる

(2) 1枚プリントを使った「 。 読み」の具体的やり方

5 0 0字から 600字 といった程度の文章を生徒に提示するときには，まず，配布直後に「黙
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説スピード」を測る。そこで，自分の「読みのスピードj を意識させる。「慣れた文章(慣れ

た話題)Jであれば，速く読める。「慣れてない文章(慣れてない話題)Jであれば，速く読め

ない。そういうことを知る経験によって色々な文章を読み慣れよう。慣れれば速く正確に

読めるはず」という意識も育ちやすいだろうと考えられる。

つぎに。読みJを最初は隣同士，そして，クラスで行う。それぞれ「となり読みJrク

ラス読みJと呼んでいる句点 (0) Jで交代する読みであ る。 となり読みでは，2から 3分

程度。そして，クラス読みでは，必ず l人が 1回以上読む場面があるよ うに設定する。クラス

読みの場合は，読みの時間を計測する。「くっきり ・はっきり ・速く 」を繰り返し意織づける。

声が小さい場合，その後に続く生徒は因る。教師の基準で「大きい声で」と指示しないでも，

友達同士で「ちょっと聞こえない」と言い合ったりできる。

この「。読みJを何度か繰り返し，その後，その文章に関する聞を発する。

また，何度かの「。読み」後，もう 1度，黙読λ ピードを測る。すると「慣れ」のため速く

読める。「できたJr上達したJという実感も得られるようである。

「となり読みJは本校に赴任し，本格的にやり始めた。それまでは，個人読み数分の後，ク

ラス読みにしていた。けれど，となり読みをいれることで，順番を決める「じゃんけんJで小

さなコミュニケーションが保障され，また，となり読み直後は「速かったね」とか「この話 j

聞いたことがある」など，さらに小さなコミュニケーションが生まれる場合も多い，というこ

とに気づいた。「じゃんけん」によって，授業の中に少し「ほ どけた」時間 を作ることができ

るし 2人での 「。読み」自体はけっこう真剣であったりし，緩急が作られる。

ただし 1 時間を計測する，といっても他クラスと比べる使い方はしなし、。自分たちの変化を

知る機会として使っている。自分(たち)の昨日 ・今日 ・明日の変化を実感し成長Jとし

てとらえさせるためである。

3 具体と抽象を見分ける

(1) 「具体と抽象を見分ける』でとりあえず目指したもの

-複数の単語，複数の短文，また文章中の段落において ，r具体(部分)Jと「抽象(部分)J 

に分けることができる。

-被数の単語，複数の短文， また文章中の段落において具体(部分)Jと「抽象(部分)J 

と「さらに抽象 (部分)J (これは抽象Jr具体Jrもっと具体Iでもかまわない 筆者はこ

の構造を「マグロ 3段」と提示している)に分けることができる。

， r具体Jと「抽象j が意識して警かれた文章を探すことができ。

「具体J と「抽象」 を意識して，簡単な文章が書けるよ うになる。

・そういう「できるJの経験で書けるかも Jr読めるかも」止思えるようになる。

(2) おおよその取り組み

第1次 「具体』と「抽象』で複数の単語・複数の短文・複数の段落を分けてみる

① 「春のいぶきJ(畑山博)冒頭部分を 2つに分ける。

② 単語「りんご くだもの・ぶどう ・キウイ Jを2つに分け，根拠も書いてみる。

③ 「具体 抽象Jの概念を知り ，閉じような問題を作り ，問題を共有する。
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④ 4~5 の文からなる文章を読み具体」 と「抽象 J に分ける。

⑤ 「具体」と「抽象j に分けることのできる 4~5 の文からなる文章を作り，クラスで解き

合う。

⑥ 4から 5の段落からなる文章を読み具体」と「抽象Jに分ける。

⑦ 4から 5の段溶からなる文章を読み， r具体」と「抽象」を意識させる問題を解く。

u例えば， 2段落， 3段落をまとめなさい」といった問題)

第2次 「抽象」と「具体J.rもっと具体』で複数の単語・複数の短文・複数の段落を分けてみる

① 「まぐろ さかな・本まくろ ・まぐろ」と「りんご・くだもの ・ぶどう・キウイ j の違い

を考え，説明する。→その説明を共有する。

② 「抽象Jr具体Jrもっと具体J(もちろん， r具体Jr抽象Jrもっと抽象j でもよい) と

いう関係、となるような複数の単語群を考え，問題を作る。→その問題を共有する。

③ 「抽象Jr具体Jrもっと具体」という関係となるような複数の文を読み，その関係を考

え，構造を見抜き図式化する。

④ 「抽象Jr具体Jrもっと具体j という関係となるような複数の文を考え，問題を作る。

→その問題を共有する。

⑤ 「抽象Jr具体Jrもっと具体Jという関係になるような複数の段落のある文章を読み，

その関係を考え，構造を見抜き図式化する。

⑥ (可能であれば) r抽象Jr具体Jrもっと具体j という関係になるような複数の段落のあ

る文章を生徒自らによって発見し，あるいは，創作する。

注)この「抽象Jr具体Jrもっと具体」の構造を授業では「マクロ 3段的構造j あるいは「マグロ 3段J

と呼んでいる。

(3) 次のように考えて授業を構成した

① 具体と抽象を意識させることは，読む力・書く力の基礎となるだろう

i察本純逸 (2008) は学ぶ力Jを育てることの必要を説き，次のように述べる。

社会の発展とともに科学と文明は進展し，学校で教えたい知識内容は増大する一方であ

る。学校での学習時間には限りがあり，それをすべて受け入れることはできない。変化 し

ていく事態に対応するには自己学習力と方法知を育てることによって，いわゆる「学ぶ力」

を育てることが必要である。

これからは，総合学習及び他教科との関連をこれまで以上に考慮した国語科指導が望ま

れる。全教科の学習に役立ち，社会に出てからも役立つ，全教科で育てるとともに国語科

でも脊てたい学力は認識と問題解決に働く能力である。それは，例えば，観察したことや

思ったことを言葉で言い表わす言語化能力，課題を探求するために情報を収集 分析 選

択する能力，価値判断する能力，集めた情報を編集する能力，相手を意識して報告 ・発表

する能力，自己の学習活動を評価する能力，などに細分化できる。 (p.338)

話したり，書いたりする表現過程は思考過程でもある。文にするには判断をしなければ

ならない。そのプロセスにおいて判断力が育つのである。談話や文章には論理的展開が必

-123ー



務藤隆彦 「自分でできる」学び手を育てる

要であり，その過程で論理的思考力が育つ。各学校段階で育てたい思考力の内容はどうい

うものか， 。それをどのように育てるか。言語習得と 関連させた思考力発達の解明と指導

方法の開拓が待たれる。

各学校段階に応じて，①比較(対比)，②分類，③名づけ，@類推(比喰)，⑤推論(帰

納 ・演鐸)，⑤仮定などの論理的思考力(方法知)を育てたい。(p.343) 

これから述べる「具体と抽象を見分けるIの取り組みは，演本のいう「認識と問題解決に働

く能力j を支えるひとつの力をつけるためのものであり，それはまた⑤推論(帰納 ・演鐸)の

基礎的な力をつけるものともいえるだろう。

伝えたいことを具体例を用いて説明する，目の前の具体から抽象化された概念を考える，な

と，読み ・書き，そして，さらに言えば認識 ・思考に大きな影響を与えると考えられる「具体J

と「抽象」の概念を意識させ，実際の文章で読み取れるようにし 2 表現にもつなげさせたい。

ここで具体」とは例えば j とくわしく諮られるその内容である。また 抽象」と

は「要するにj とまとめて諮られるその内容である。

筆者自身の狭い経験から察し，国語科の実践の中でくわしくしなさいJrまとめなさいJ

と言うのは，多く聞かれる言築であるがくわしくする J とはどういうことなのかまと

める」とはどういうことなのか，をすっきりさせる指導というのは，あまりないのではないか。

そこで p 本実践は具体Jr抽象」の概念獲得をまず最初の目的とし，さらに「抽象的な

事柄に具体で肉付けする力(f具体力J)， r具体的な事柄から，抽象的な"1'柄を考える力(f抽
象力J)を鍛えることも目的とする。

② この実践がベ スとなり 1 他の実践につながる

本実践での「この言葉が具体的に説明されているのはどの部分でしょう」とか「これらをま

とめるとどういうふうに言い表されるかj という活動は，すべての文章の読みや書きでおこな

うことができるだろう。つまり，この「具体と抽象スペシヤノレ」の実践以降のすべての実践に

おいて具体Jr抽象」という用語を授業で必要に応じ使用することができ，また，そうす

ることによって具体Jr抽象」の概念は生徒の中でますます確かなものとなり， r具体力」

「抽象力Jも地すだろう。つまり，本実践において「具体Jr抽象」の概念獲得が完成する，

とか兵体力Jr抽象力」が完全につけられる，というものではなく，これから，長い人生

において獲得するためのスタートを作る実践と位置づけている。

この「具体と抽象」や次に紹介する rw似てる』の力J(アナロジーの概念を獲得させ，応

用する授業)など単元化し授業で扱い理解した内容と用語をその後のさまざまな文章や場面(学

活や生活指導なども含め)で登場させ 1 意識づけと運用能力の強化に努める。

さらに， 一つの単元は，別の単元にも ，つながっていく 。この「具体と抽象」の実践は， r W似

てる』の力Jの一見，具体的には全く違う出来事に見えるが，抽象化すると似た構造をも

っJといった取り組みの基礎的な力となり，つながっていくのである。

(4) r具体と抽象を見分けるJ授業の実際

① 最初，生徒たちの「大きく 2つに分ける」は
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I大段落に分ける」実践の対象は鳥取大学附属中学校第 l学年の生徒である。 小学校 6年間，

入などの取り組みに親しんだ生徒たちであろうし，「文章をまとめる」「もっと詳 しくするJ

実際どこまで読めるのだろうか。学試験もクリアしてきた生徒だが，

の冒頭 5段I春のいぶき」をどれくらい意識できているかはかるため，I抽象jと「具体J
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どう②段落以下，ことに対し，この冒頭部分の構成は，①段落「ものの見方が変わったI

ことをすれば，「分ける」具体と抽象を意識して

結果をす八て挙げておく。

つまり，

①と②の間で分けることになるのである。

①と②の問

の具体が描かれる。かわったのか，

7名

1 4名②と③の問

③と④の間 121名

9名④と⑤の間

「②から具体的な例を出し始めて

など。③と④の聞が圧倒的に多いが，

①と②の聞を選んだ生徒が理由としてあげていることは，

その理で話が変わっているから j「例えば，いるカミら I

といった④からはその他の自然」「書かれている内容が変わっている。③までは天気で，由』ま

などの違いに着目したものであった。「散歩Jと「天気Jとか，「花」と「天気J

①にはの違い(よく読めば?多くの生徒が「具体例jこの文章の読み取りにおいて言えば，

ということには気づかなかっIまとめている J①がで分け，天気のことは書いてないのだが)

たということになろう。

この読み取り直後に単語レベルでの質問を行った。また，

を 2つに分けるとどうなるかjキウイ二五くだものウぶどうイりんご「ア

という答えも半[くわし くしている jそのほかは「まとめている J，くだものがここでは，

なとあとはひらがな」「キウイはカタカナ，
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といった分類法を答えるものも多く見られた。

数ほどは見られたが j



鷲藤隆彦 「自分でできるJ学び手を育てる

特すべての生徒に身についているのではなく，といった概念は，I抽象」[具体」つまり ，

に文章においてはあまり意識されていない状態だと推察される。

じっとしているのが苦手読みが苦手・② 

とf読み取りが苦手です」イヤです」漢字が苦手だし，「先生，何人かの生徒が4月当初，

それに呼と話した，「中学入学は生まれ変わるチャンスJ入学式直後，わざわざ言いに来た。

ということだろ何とかしたいです」以前は苦手だったけど，「先生，応したものと恩われる。

といったことに抵抗を覚える生徒もいくらかいるよう「じっと教科書を黙読」あるいは，フ。

とか「好きなことをしてよい，落書きの時間Jという指示が「休憩」「各自で読もう Jである。

という生徒にと「ばりばりやるぞJそういう生徒にとっても ，と聞こえてしまう生徒もいる。

ような授業を組みたい。『学ぶ自分に自信が持てるJ「やる気が育つ・持続するJっても

を意識させる「具体と抽象」③ 

cr答えと発問し っぱなしでr 2つに分けるにはどこから」をやり ，「春のいぶき J最初に

くだものウぶどうイりんご単語レヘノレの内容 「アことをしないでにを言う」

を2つに分けるとどうなるかJに移ったことはすでに述べた。

その後の展開を書く 。

キウイ二工

もちと量を変化させる。「ちょっとした盆の文章」「短文」から虫台まり，「単語」その後は

の観点、で分けられるものを用いる。どの量でもすべて「具体と抽象Jろん，

「具体Jとするよりも「文章で見分けよう」いきなりこういう流れで学習をすすめるのは，

複雑さ少しずつ，簡単そうなことから，を理解しやすいだろうと考えたからである。「抽象J

や量を加えていくスモーノレステップを意識した。

選ぶ単語やと思えるだろうし，「簡単そう 」といった単語であれば，「ぶどう・くだものj

さらによし¥という機会が培えれば，おもしろそう 」なにつなんだか，「あれ，短文によって
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温平。めな

れ成合る 。 ル
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+う路4 で覆わ
L、六の
た島三年育標

れ
な度あ 2・ て検ざに

Lる、 の
で定ゃIt
あ空か色

「もっと具と「具体jと「抽象」に分けられるものから，「具体」とI抽象」単純にさらに，

と呼とか r"7グロ 3段」「マグロ 3段構造J(筆者は複雑さを加えたものというものへ，体j

読み解く機「どう書かれているかI教科書教材等でさらに複雑になったものも
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段段 を目
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関番 緬 るせく
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明つ い おれつ

番 した 国 おでて
なも E置 く 、し、
さの な子く
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名
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年 ても う
る 」 いたな。
東 るち感
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学あ
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平
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のえ
jまる+ う 色

六
年
しで

度
や

検
方、も

定
さの

版
なを

) どは

「昨日の続き，教科書， 00ベージを聞い

て」と言ったとたんに興味を失いそうな生徒

も何人か見られる。じっと，静かに教材文を

読み，粛々と教師の問いに答え，板mを写す，
といった忍耐というか秩序維持が若手な生徒

の比率がやや多いというのも，このような授

業形態にしようと決めた理由の 1つである。

さらに，教材を「生徒がそれぞれ作る J と

いう活動も単語」に始まり「ちょっとした

盈の文章」まで行った。興味を維持するとい

う意味でも ，学びの力をつけるという意味で

も「自分で問題を作り，友達と共有する」と

いう方法が有効だろうと直感してのことであ

る。この活動はやがて「持ち寄り」として筆

者自身意味づけをすることになる(詳しくは

別の機会に紹介したい)0 r生徒自身の作聞と

共有J という取り組みも この実践で重要な位

置を占めると意識して行った。資料 2のよう

なプリントでで作聞を促し，集め a 資料 3の

ようなプリントで共有した。
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りも力 とく前へ
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みまに やも自学
た集 習 2lま自学 園

もずは が、分し
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自 lこし つ机にて し た自んにて ま 作
分部ん てをく=
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たん
けは が長 + にたで 11 長 段

。 で もじんし 以 覚とやっし
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ついる 。 . ..... 

る
嫌 1= る。

し とる 。 ?
耳旦

な。 いノ 。
。
じっ 漢

やた 字 ト
な 。 ヵe

と実感させた「できるJことも「まとめるJをつかって学んだ「具体と抽象を見分ける力J

(資料 10) を練習した「まとめ方j教科書教材等を用い，b 、。

を問うた。授業どんな仕組みになっているかJf具体と抽象でわける止 き，期末テストでも

であるテクストについて習ったことを覚えてそのテクストについての記憶を試されるというテ

授業で学び身につけた力を用いて授業とは ~rJ のテクストでもその力が生かせる
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内 くたなち薪え屋に 、使つ問、つ 題 3 プ 1 
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。コ し使てめとんて鋳最収そまれ代 フ 」
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1主 。 きやしたら源屋いに物ば 。 ら な J
を り敷 、 。 鼻とにさ比の 縁広 つ わ
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つ そにれたをたんれてなな通る き く
て 」

て れ編が 、す。で 物 いつ物
る の 氏がん古浴げ下ふべるのなく とて 」
1 関 名

ぽだく衣替駄さき値るあ買を を 係
十 ろりなでえのぎこ段まきう購 確 を
五 ぼ、つあ 、歯、とがでらか入

か 見
ロてわ「 ろよたれつがさだと修めどす め 抜
以 につらばい減らって繕るうる よ い
内 なて雑 、につにたもをのか場 つ て
で つ鼻巾少下た使の高く でを合 問
ま て緒に し駄らえで価り あ迷は 題
と 果の 古本歯なあだ返るい三 を
め て芯そ く 体だく る つ し 度 解
な れにれながけな 。 士こ そも考 く

(5) r自分を鍛える」視点と活動

学力の差が著しい。「多くの文章がさっと読め，何が書いてあるか(内容)がさっと分かるJ

といった理解力 ・読解力を持つ生徒の人数(害11合)は筆者の経験した公立校のそれよりも多い。

これらの生徒は具体Jr抽象」の概念にしても ，いくつかのトレーニングで理解でき ，問
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題も作れる。 方「文章がよく分からないJr今まで国語苦手であり，なんとかしたいJとい

う生徒もある程度いる。こちらに合わせるだけでは，この「さっと読めてしまう J生徒らの充

実感が生まれないし，授業という場での成長も望めない。

当時横向きそー ドになるなJU誰かと比べて安易に満足したり，安易に失望するなけ

というメッセージを学年全体への指導として繰り返したが，その意識は授業の具体的な取り組

みでも育てなければならない。国語が得意な人は得意な人なりに，苦手な人は苦手な人なりに，

lつの時間で「自分の伸び」が実感できるような授業を作らなければならない。

そのための試みとしても自作問題」はある。 「自作」において j 創意工夫がそれぞれの

力において試みられる。例えばマグロ 3段」と筆者が呼ぶ抽象→具体→もっと具体J

の構造を作る問題などでは，自分の興味のある事柄(例えば，戦艦であったり，数学の概念で

あったり)を書き連ねたり j より複雑な問題を作る。そういう「閉じていない，開かれた悶いJ

が脱 f繍向きモードIを作るのに有効だと考えている。 さらに余裕があり ，筆者が与えた文章

の構造を早速見抜いてしまった生徒は『具体と抽象を見分けるのに適当なテクストを探す」と

いったことで鍛えられる。「各自が力に応じて取り組むJというのは z なかなか思うようにう

まくはし、かないが，中に 「先生，見つけました。 どうでしょう Jと小学校の教科書教材からテ

クストを探してきた生徒もいた。常に教師が与え続けるのではなく，概念を与えたら，その先

は生徒自身が聞いを作ったり，探したりすることで自ら(あるいは自らの属する集団)の学び

の機会を作る 1 そういう仕組みに少しだけ近づけたのでは，と思う 。

また黙読スピード測定」ゃん説みJでは，目指す「速さ」や 「正雄さ」を各々の力に

応じて設定する。例えば，黙読が 10秒でできた人は，他者と比べるのではなく， 8秒をめざ

す，というような形で自分を鍛えるJ という視点を育てようとした。

(6) 実践の成果と課題

前期l中間テストでの様子では，単語レベノレでの具体と抽象の見分けは，全員ができていた。

文章では，その難易度にもよるが， 600字程度の文章の中では，具体部分と抽象部分を見分

けることがほぼできるのも日割程度。「春のいぶき Jの冒頭部分も授業で問b、かけたまま，答

えを授業中に提示せず， 中間テストに出したが，ほぽ全員が①と②で分けた。「抽象部分Jと

「具体部分」に分けるという単純なことはできるようになったようだ。

生徒の言語活動を見ていると具体例を挙げる」というのは，比較的やるが!いくつかの

「具r体例をまとめる」のは難しそうである 。 この「要するに ~ (推論する) Jという活動を中

学 3年までまとまった時間としてとっていない。「推論力アップ」の取り組みを今後考えたい。

4 似てるを見抜く・似てるを作る

(1) r似てるを見抜く・似てるを作るJでとりあえず目指したもの

. r似てる」という概念を意識させる。

そのために，

・文章やことわざなどを使い 「似てる」を傑す。

文章やことわざなどを使い「似てるJを作る。

という活動をする。
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で，ある程度，

・文章やことわざなどと 「似てるj を探したりつくることができるようになる。

欲を言えば，

. r似てる」を探し，作る中で， r W似てる』ってこういうこと 」 という説明を試みるチャン

スをうかがう 。

(2) おおよその取り組み

第 1次 日常生活での I似てる」

1 日常生活で見つけるさまざまな「似てる]

「写真J(マンホーノレ・おかず・車)

「息子が百貨庖で『めめめんたまに乗る』と言った，その場所は」

2 学年通信の 「似てるJを見抜き，具体例を考える

第 2次 「似てる J トレーニングとしての 「ことわざ」

第 3次 「似てる J トレーニングとしての文章

(3) 次のように考えて授業を構成した

① なぜ「似てるJを意識させたいか。

新指導要領，国語科改訂の趣旨にはこうある。

国語科については， (略)言語の教育としての立場をいっそう重視し， (略)実生活で生き

てはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身につけさせること， (略)に重

点を置いて内容の改善を図る。

特に，言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し，表現する能力， (略)をはくくむこ

とを重視する。

「実生活で生きてはたらく Jr各教科等の学習の基本となる Jr言葉を通して的確に理解す

るJr論理的に思考し j 表現する J，これら 「能力j を具体的な言語活動を通して育てる方法

のひとつとして「似てる Jということを発見させる授業を工夫してみた。

ホリオーク，サガード (1998) はこう述べる。

アナロジーの利用の仕方は多様である。新しいアイデアを生成したり，発明をしたり，戦

争と平和についての決定を行ったり 7 人々とコミュニケーションを行ったりなど，さまざま

である。 (略) アナロジーを考え出すためには，あるいは，単にアナロジーを理解するとき

でさえ， 種の心の飛躍を行うことが必要である。(略)ベースとターゲットは，最初は関

連がないように見えるが，アナロジーを生成するととによってつながりが作られる。(略)ア

ナロジーを利用することの有効性の 1つに，自分の考えを遠回しに表現できるということが

ある。文明について記述した最古の記録を読むと，遠回しの意思伝達を可能にするような7

7 ロジーがさまざまな形態で登場するのがわかる。比恰，神話，寓話などである。 (ppI2-14)
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未知のもの(ターゲット)を理解しようとする時，私たちは既知のもの(ベース)で置き換

える。あるいは，棺手に未知のもの(ターゲット)を理解させようとするとき，私たちは相手

にとって既知のもの(ベース)で置き換え，説明を試みる。

「似てるJをさがし見つけること似てる j を作ること ，そして 「似てるJを説明できる

ことは思考力として重要である，と筆者は考えている。それらの能力を生徒に意識させ，その

力をつけていくことは実生活で生きてはたらくこと Jr言葉を通して的確に理解すること J

など，新指導要領に述べられる国語の 目標を達成する 1つの有効な方法となるであろう 。

国語科では，意識的に，あるいは無意識的にこの「似てるJの力をつけようとしてきた。

例えば時計の針がヒゲのようだ」 といった明日1Il， r彼女は僕の太陽だj といった暗輸に

注目する授業。また，詩全体がダチョウ j のことを述べているが，それは「人j を表して

いるのでは j と読み取らせる授業。小説においても流れていくタハコと 7 ッチは何を表し

ていますかj とか 「月あかりの下の誰もいない道とは何のことだと思いますか」とかを読み取

らせる授業。また，作品全体で 「きつねと酸っぱいブドワとは，我々の生活に置き換えるとど

ういうことか」 とか，r侍が大切に L，あるいは粗末にした形」とは，我々の生活に置き換え

るとどういうことか，を読み取らせる授業 j などである。

それらは，その折々に「比目前Jの学習として意識つけ られたり寓意を読み取るIとか 「隠

れた主題を読み取る」 学習と提示されてきた。

さまざまな形であらわれているものをどこかで 1度， r W似てる』思考(アナロジー思考 ・

類推思考)である」 と意識させることが必要である， と考えた。つまり比輸j であれ寓

意を読み取る」であれ似てるI を意識 し 「似てる Jを見抜く ・「似てる 」を作る力(長い

ので以下， rF似てる』の力」 と言う)を使えばよいのだな，と生徒たちが意識できるように

したいと考えた。

さらに，そのように 「似てる」の力を使うことを意識することで 実生活に生きではたらj

く力となるだろうとも考えている。例えば，理科で音や光を「水の作り出す波」に似てること

を手がかりに理解しようとしたり直面する財政危機Jを過去の 「世界恐慌J と比較し，中日

違を検討し，対処の方法を探る ?といったこと，あるいは人生の岐路に立ったとき，自分のこ

れまでの経験や歴史的な事象の中から 「似てる j を探 L，解決の糸口を探る，など。それらの

機会に 「似てる」の力を使おう，と意識化できることは，理解や類推や問題解決に有効である。

「具体と抽象」でも述八たが，演本 (2008) のいう育てたい 「学ぶ力」

各学校段階に応じて， ①比較(対比)，②分類，③名づけ，④類推(比輸)，⑤推論(帰納・演

緯)，⑥仮定などの論理的思考力(方法知〉を育てたい。(p.343) 

の④類推の力をつける取り組みである。

(4) r似てるを見抜く・似てるを作る」の援業の実際

① 生徒たちに「似てるを意識させる」

国語科の授業のスタイノレとして，教師がテクストを読み込み，適した問いをいくつも考えて

授業を展開する，というものがあり 2 一方，生徒に調べ学習などで自主的な活動」で学習

を重ねていくというものもある。前者は問いに答える力はつく 」気がするが，生徒自らが

テクス トを読み込み，間を作る，といった力はっきがたいように思う 。また，後者は，例えば，
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「夏目激石新聞Jを図書館の本を書き写して完成させたとして活動は活発だった。作品も

生まれた。 けれど，何の力がついたのだろう」という感を抱かせるものが多いように筆者には

感じられる(良質の学びの生まれる学習もあるだろうが?教師の準備は大変なものだろうとも

推測され，筆者はまだ手が出せずにいる)。

これまで取り組んだ「具体と抽象」の授業や本実践 「似てる j の授業は具体と抽象Jr似

てるI という概念をくり返し提示し，集中継続して，それらの概念を定着させ，操作できるよ

うに授業を組む。それは，将来的に，生徒自らがテクストを読み取れるような(あるいは，生

徒自らが構成等を意識してテタストを作れるような)基本的な概念を身につけさせ自分で

できる」能力を身につけさせたいと願うためである。

本実践 「似てるを見抜く ・似てるを作る j も 「具体・抽象」で得た力を基礎とし(2つの具

体的事象を「似てる j と見抜くためには，あるいは[似てる Jを説明するためには，抽象化の

力が必要であろうにさらには具体と抽象J と同じようにテーマを明確に掲げ，単純なテ

クストから複雑なテクストへ}あるいは 「身近な内容から身近でない内容へ」と扱うテクスト

を配置することで I似てる j の力に習熟させようと考えた。生徒らが，授業以外でも「これと

これは『似てる』なJなどと意識して世界を見るようになれば，と思う 。

まず最初に，写真を用いた。ただ 1枚ずつ写真を黒板に貼り何つ」と訊ねた。そうい

う「突き放され感」も時には刺激になる。

1枚目の写真しかないとき，おかずはおかずにしか見えなかった者が 2枚目 3枚目で 「顔に

見えるけと気づいて， 1枚目も見ると，さっさまではおかずにしか見えなかった画像が「顔」

として見える。ホリオーク，サガー ドの言う「一種の心の飛躍」を経験したわけである。

次に以前，学年通信として出していた文章を用いてプリントを作った(資料 11)。

これは，授業の 1ヶ月ほどまえに配っているので，印象に残っている者もいるかもしれない。

その生徒にとっては「飛騨」というより「記憶」となってしまうだろうが，思いだし，前半部

分とのつながりを考えることで「似てる」を意識することはできるだろうと考えた。

実践を始める当初は 「ことわざ」を最初に持ってきて， rととわざ」に似てる「具体」を考

えさせようとも思ったが，それでは少し荷が重い生徒もいるだろうと学年通信」で「似て

る」を確認してからにした。

「学年通信」のひとつはサッカー用語の 「ノレックアップ」と「似てる 」 日常を探す， という

もの。もう 1つはコノレフのタイガー・ウッズの父と 「似てるJと解釈できる日常の場面を探す，

というもの(資料 12) である。これらは，授業以降， r廊下が騒がしくても，大丈夫。あれ，

タイガー ・ウッズのお父さんだからI というふうに使い，比I戦表現を「慣用化J している。

「学年通信」の後，ことわざ 「縁の下の力持ち」と「雨垂れ石を穿つj の具体例を考え，共

通点の多寡などで 「似てる度j がありそうなことも考えた。

そして!新聞コラム(資料 13) も用い】 「似てるJの力を鍛えようとした。ただ，新聞コ
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ラムの空欄を埋めるのは， rw似てる 』 の力」入門期の生徒の多くにとっては難しかったよう

である。
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さらに，定期テストでは岡本燕『日本を滅ぼす教

育論議~ (講談社新書)から出題した。 I具体と抽象」

同様，授業と同一 文章に関しての記憶のテストでな

く，授業で身につけようとした力を別の文章で試す

方法をとり記憶Jのテストではなくできる J

を確かめるテストにしようとした。

新聞コラムや新書の内容を授業に持ち込むのは，

生徒たちにも授業の外，日々触れる文章で「似てるJ

の文章を探すような気持ちにさせたい，という意図

もある。
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c雲は「 ドく割 上有旅 駐フ本 日と型 い性な限 「資
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(5) 自の前の生徒と「似てるの力」

生徒は時計の針がヒゲのようだ」を「直愉であるJ.と理解することはできるしどん

な表現技法ですかj と尋ねればたとえJ とか「直輸Jと答えられる生徒も多い。 しかし，

f直輸を作ろう」とか Iたとえj で表してみよう，といった意識で日常は生活しているものは

少ないだろうと推察する。 なぜならことわざ」や「故事成語」を提示し同じような内

容が書かれているものをさがせ」と指示しても，すぐに見抜く生徒と，見抜くことができずに

迷う生徒とに別れる。 「似てるJを探す力あるいは，さらに発展し「似てるJを作る力は，生

徒にとってみれば「特に習ったり，鍛えたりするものではなく，生来的にもっているもの」と

いったものとなっているようだ。

本実践では，まず，複数の写真が「産自に見えるJことや，筆者の息子が「エレベータJを「め

めめんたまJと呼んでいたことといった比較的単純な「似てる」を用い「似てる」の枠組みを

作ろうとした。そして，ふだん自に触れている学年通信など】 日常の話題や「ことわざJを用

いて似てるJの力を鍛えようとした。 さらに発展として， r~似てる』を学ぶと談めるよう

になりそう Jという予感を育てるために似てる」が用いられている説明文等を用いた。

(6) 2年 ， 3年へのつながり方

もちろん，本実践だけで「似てるJの力が過不足なくつけられるはずはなし、。 2年時 3年

時にも「似てるの力を使おう」は「具体」や「抽象」同様，用語化し，繰り返し，授業に登場

させている。 1年時では，準備は少ししたが，授業で扱わなかった古文で舎かれた寓話もいく

つかあった。それらや，教科書の作品といった，文章盈も「似てるJの内容も多く複雑となる

テクストへと発展させていった。 2年生では『平家物語』那須与ーと似てる文学作品を探す活
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動。 3年生では「現代の悩み」を自分で「説話」を探し引用して答える活動。あるいは j プレ

ゼン演習での「ことわざと自分の具体例」を語る活動などにつながった。

単純から複雑，日常との遠近など，できるだけ幅広く題材を求め飛躍の距離」も楽しも

う，と授業を構成した。

生徒も，授業を離れた場において先生の話， w似てる』を使ってましたね」など，意識

している，気づける姿が見られる。

5 rよくわからない」に挑戦 一一古典入門一一
(1) r Wよくわからない』 に挑戦」でとりあえず目指したもの

・「よくわからなし、Iという 状況を楽しむきっかけを作る。

そのために，

・パズノレ的問題で 「よくわからないJことをあれこれ考える。

・言語的問題で「よくわからなしりことをあれこれ考える。

・「読み慣れない言葉J(古典)を読もうとし，あれこれ考える。

欲を言えば，

・「よくわからなしリを楽しむためには「失敗」も楽しめる j そんな心根を育てたい。そう

いうことが楽しめる集団を育てたい。

(2) おおよその取り組み

第 1次 「よくわからない」に挑戦の意識づけ

1 よくわからなしリに挑戦イントロ

パズノレ的問題 パズノレ的問題の提示と !生徒の作間 ・共有

言語的問題の提示[よいたんぼうがえんたこいてずだいおうじようしたj の訳

先祖をイメージ

第 2次 古典版「よくわからないj に挑戦

1 誰の手紙でしょう J(W竹取物語』より)

プリント 1~5 で誰の手紙か推理。

プリントに出てくる言葉を別のテクス卜を参考に推理

ついでにいろいろなテー7 で『よくわからない』に挑戦J(rさかきの造j か「さぬきの

造」か)

ついでに 2，rゐ」と「ゑJの昔の発音を推理する

2 誰」の話か推理する 浅井了意『浮世物語』より

第 3次 漢文版 IよくわからないIに挑戦

1 日本人の知恵 司11点に慣れる(聞いを解く・聞いを作る ・問いを共有する)

2 五十歩百歩Jを司11点をもとに書き下す。

3 五十歩百歩j の書き下し文を「。読み」し，おおよその意味を推理する。

4 蛇足Jを訓点をもとに書き下す。

5 蛇足Iの書き下し文を 「。読みJ L.，おおよその意味を推理する。

6 五十歩百歩」を I似てる Jの力で読む。
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(3) 次のように考えて授業を構成した

① なぜ rwよくわからないこと 』 に挑戦」とわざわざことわるのか

直感であり，理論的根拠を持っていないが(探せばあるかもしれない)， rよくわからないj

ことを楽しむ生徒は伸びる。知的能力が高い。 Iよくわからなしリ ことを恐れる生徒はどこか

で頭打ちになる 。 ひょっとすると，これは「知的能力」とは r ~わからないこと』を楽しむこ

と」と同意なのかもしれず，とすると根拠などというより ，単なる同語反復なのかもしれない。

「教室」を I教室」として機能させたい。「 よくわからないけ「それは 『わかる』楽しみ

の入り 口 と楽しめる場を作りたい。わかったふりしてうつむいたり，わかるわけないさと

逃げたりしない，そういう場を作りたい と，この単元のテーマを決めたような記憶がある。

r 1問 1答j のすがすがしさでなく，どこに糸口があるかも最初はわからないけど，だんだ

んわかってくる，ような体験を少しでも持たせたい，と考えた。

② パズル的問題で「わからないことJに挑戦する枠組みを作る

「テレビでやってたけどj と rS . M ・口 ・W.T.口 .S，さて，口の中に適当なローマ

字を入れて。根拠もいってねJ とスクートした。

これは頭文字」と気づき r7個」 と気づくことで，ひらめきに近づく 。曜日の英語表

記の頭文字を並へたものである。 r7個に着目 j などというヒントをもとに，自分の中の r7 

個j をあれこれ引っ張り出し，組み合わせ，積み上げようとしては崩す，といったことを繰り

返し，ひらめきに近づける。そういう I聞いに対するふるまし、Jを経験させたいと考えた。

③ パズル的問題から言語的問題へ

黒板に 「よいたんぼうがえんたこいてずだいおうじようしたJと書く 。実はこれは鳥取，気

高地方の方言である o 何となく聞き知った者の意見や「漢字に書くと」などヒントを与えるこ

とで「酔いたん坊(酔っ払い)Jが 「えんたこいで(動かなくなって)J rずだい(とても)J r往

生した(大変だった)Jにたどり着く 。辞書を使って「わかるJのも学習だが，辞書を使わず，

手持ちの知識のやりくりで正解に近づく練習である o

そして j 古典学習。次のようなプリントを提示する(資料 1 4)。

このプリントの中心の聞いは 「誰の手紙ですか」というものである。この文章を読み，そこ

に埋め込まれたヒントを拾い，生徒各自の知識と重ねると 「誰の手紙」か，わかる(はず)。

その「埋め込まれたヒント」を拾い集めようとしたり，自分の知識を総動員する経験を繰り

返してよくわからない問い」とのつきあい方を身につけさせたい。

だから語の説明」などは極力省く。 「読めばわかる(はず)Jのものを拾わせる。取り組

みとして次の 2つの指示をする。

取り組み1 漢字に読み仮名をふろう。読めない漢字も予想を立てよう。

取り組み2 みんなが小学校で習ったよみかたをしない『かな」があります。探して，どう読むか，考

えよう。

そして，

漢字や仮名の読みが分かつたら，声に出して，読み慣れよう。慣れることでわかりやすくなっていく。
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2
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小
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習
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な
い
『
か

な
」
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あ
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ど
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1
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読
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な
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漢
字
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を
立
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よ
う
。

資
料

1
4

『
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
に
向
か
う

古
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ス
ペ
シ
ャ
ル
「
昔
の
人
の
言
葉
入
門
」

読
み
取
り
ヒ
ン
ト

①
「
契
」

っ
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読
め
る
つ
漢
字
二
字
の
熟
語
に
す
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と
っ

②

「
ま
う
で
(
ま
う
づ
ご
っ
て
現
代
語
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

f荘。 り
、
迎
へ
に
人
々
ま
う
で
来
む
ず
。
(
略
)
」

け
れ
ば
、
こ
の
月
の
十
五
日
に
、
か
の
本
の
国
よ

ま
う
で
来
た
り
け
る
。
今
は
帰
る
べ
き
に
な
り
に

(
契
あ
り
け
る
に
よ
り
な
む
、
こ
の
世
界
に
は

ず
。

(
b
)
の
都
の
人
な
り
。
そ
れ
を
な
む
、
昔
の

「
(
略
)
お
の
が
身
は
、
こ
の
国
の
人
に
も
あ
ら

資
料

1
5

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
に
向
か
う

古
典
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
昔
の
人
の
言
葉
入
門
」
2

「よくわからなしリものをしばらく「よくわからなし、」ままで，手のひらで転がしてみる，

kいった感じの時間を持たせたい。そのために 。読み」で何度も読ませ口慣れJr耳慣

れ」させる。その過程で 「かへすがへす」は「返す返すJだろうと自分の語葉とくっつけ，な

-139ー



資藤隆彦 「自分でできるI学び手を育てる

んとなく意味がわかるようになるのでは，なりやすいのでは， と考える。 「よくわからないこ

とJに接するときすぐ解答を探してみる」左いう態度ではなく ，何度も眺め， 自分の知識

の中に何か役立ちそうなものはないか， と訊ねる。そういう態度を育てたいと思う 。

さらに，ヒン トとして次のプリントを与える(資料 1 5)。

「誰の手紙か]を探ろうとして，古文を読み，自分の言葉につなげ，推理する。そして 7 さ

らにヒントを得ようと j 次の古文を読む。そ ういう繰り返しで，古文にも慣れ，ざくっと読ん

で文意を推理することにも習熟する ，という寸法である。

1枚目のプリントを理解するために 2枚 目のプリントを読み込み， 2枚目のプリントを理解

するために， 3枚 目のプリントを読む。そういう繰り返しのどこかで 「手紙の書き手Jはかぐ

や姫と気づく 。かぐや姫と気づいて振り返ると，今までのプリントでよく分からなかったとこ

ろもわかり始める，そういう経験にしたいのである。

「おかずの写真J 1枚見ただけでは 「顔Jに見えなかったが，いくつか見た後だと顔j

が浮かぶのと構造的には似ているだろう 。「わからなし、」から「わかった」へ。 1度わかると，

i朔って， ドミノのように，今までわからなかったことが読み解ける， という経験であろう 。

この rwよくわからない』に挑戦j の古典編では竹取物語」と 「浮世物語」を使った。

「浮世物語」でも ， 1枚目のプリント(資料 16) では 「何について舎かれた文章か」を間

い，大きなヒントになりそうなところも c として空欄にしている。次に配るプリン ト

では c は埋められている。 「竹取物語」 同様， 1枚目をわかろうとするために， 2枚

目がヒントとなる，という構造である。いずれのプリントも ん 読みJ (古典の場合は人 。

読み(てんまるよみ)J) で繰り返し読む。繰り返し読めば，読み慣れる。読み慣れれば， 自

分の知識とも繋げやすくなるだろう ロそういう経験を繰り返すと，古文に対する推理力や「わ

からなしリ に対する接し方も鍛えられるのでは，と考えた。

また，漢文編では，訓点のノレーノレを教え，それに習熟するために，生徒各自で聞いを作り，

隣同土で問題を出し合い，解説しあう場を設けた(資料 17)。
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中国語を身近にするために施した日本人の工夫「訓点j。その「訓点」に慣れるため矛

盾Jr五十歩百歩Jr蛇足j を用いた。意味の解説は極力少なくし，r， 0 読みj を繰り返した。

[読み慣れる」ことで，生徒自身が推理しやするさせるためである(資料 18，19，20)。

② ① 友 ② ① 自 ⑤ ④ ③ ② ① 漢事資
達 分 文ん料

A A の A A で A A A A A 
(だ 1
中こ 7問 問 レ レ レ 国主

B B 題 B B し、 B B B B B 5書室
C C 

を C C 
を
C C レ C レ )使

写 作 C C 司iIえ
し 点空D D D D イコ レ レ D D 
て て D D D E レ

トE
E E 解 E E み レ E E E レス

し、
F F よ E F F て フ

み G G 
。 J 、

G G 
よ グ

フ 3 。

(③  

そ

，，

ひ
と
ぎ

E
J

あ
た

ー、

ニ
た
『J
l
v

コL
r
さ

其
，
人
弗
レ
能
，
レ
応
1
J
:

也
。

(⑦  

以も
ツ
T 

子し
之の

矛T
ヲ

と
ほ
悼ソ.、

の
た
て
司J

い
か
ん

陥
4
J
-
子
之
盾

¥

何
如
。一

卜

め
る
ル

ヒ

ト

い
は
B

フ

⑤

或
J

日
，

( ④ 

吾主
矛T
之の
手Ijり
ナ
Jレ

(③  

文E
誉ほ
メ
子

其そ
ノ

矛T
ヲ

日は
ク

わ
が
た
て
の
か
た
キ

コ

ト

な

キ

ょ

ク

と
ほ

ス

モ

ノ

な
旬

②

「
五
口
盾
之

堅

、

真

--能

陥

一
也
。

(①  

卜

ほ

メ

テ

ヱ
れ
ヲ

い
は
ク

誉

レ

之

日

(
で
日
本
の
学
者
が

「読
み
仮
名
」
と

「
返
り
点
」
を
打
ち
ま
し
た
)

書
き
下
し
文
に
し
て
み
よ
う
。

(ゴ
シ
ツ
ヲ
体
は
ひ
ら
が
な
に
す
る
と
日
本
語
っ

ぽ
く
な
る
)

(
原
文
は
ん
な
感
じ

楚
人
有
霞
盾
与
矛
者
。
誉
之
日
吾
盾
之
堅
、
莫
能
陥
也
。
文
普
其
矛
目
、
吾
矛
之

利
、
於
物
無
不
陥
也
。
或
目
、
以
子
之
矛
、
陥
子
之
盾
、
何
如
。
其
人
弗
能
応
也
ロ

資
料

1
8

訓
読
点
に
し
た
が
っ
て
、

書
き
下
し
文
を
書
い
て
み
る

於:1
7 
レ
物色

無な
キ
レ
不ぎ
)l-
レ
)陥点 ) 
サ

也t

ト

-141 -



爾藤隆彦 「自分でできるj 学び手を育てる

ヒ ヒ 書 書
書

でだお 訓資
ン ン き き

き 楚そ も書気 官料ト 卜 下 下
下

、きづ

2 1 し し 人: 下き
士 文

し
しの し

ま 上 仮 仮
文

文こ た 1
置

ず 下 説 説
説 有ぁ 点 lこと がっ n き，

手 j吉 3 2 
1 

のさ と て
始 。コ 下リ 原れ里
め コ 理てい

ー
マ 驚: がいま き
ン

ニグ わます 下
ド かせが し
を 盾t つん、 文

) 

推 て 。 を
で 理 卜 い主原 書
や し

与と
れ文 し、

る て ば尽の て

と 書 み

わ し、 1コヲ で返文 る
カ主 て 矛t

き り目

り み
点
まが(

や よ 者: ー←~。 聾「
す フ
し、 上 ぉ超 人

カ〉 。 め中 有

も で学理
とレ盾
ぅベ 与
ノレ 矛

な 者
の 」
で)

すが
ま
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からなし、』に挑戦」という目的のもとではもったいない。既知の「一二点Jを応用すれば!やり方が導か
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注)資料 20 。このプリ ントを見て。読み」練習を繰り返し，読み慣れる。
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その中で ，r似てる」の力も意識させる場面

も作った(資料 21 )。

々し知 現漢『
」 に恵 し文和

資
の答の た「て
言えあ も亙る

料
寓意は類推力を要求する。せっかくなので，

孟子が伝えたかったととは何か，と問うた。

このやり方が 2年時での 「論語を日常で説明

するJ という活動や， 3年時での「古典でお悩

み相談」 といった活動に繋がっていく 。 1年時

ではぼんやりとした 「やりたいこと」のイメー

ジはあったが，明確ではなかった。それがしだ

いに明確な取り組みとして現れてくる。

カリキュラムはやりながら現れてくるのであ

る。

v まとめ 一一実践の特徴と課題

氏
名
( 

) 
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使る(す百事
つ 。孟 O !j;
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孟つ
子な

りの様 古，¥ 11 
と 王 の 「る

し様質
伝

た 」 問 え
『

答 「 に
た五

え民た
い十

方 (と
こ歩

にそえ
と百
」歩

直こ を を」

L で使 た
な暮つ と
さ らて え
いす迷 で
。人回 表

自分で学ぶ生徒を育てたい。それは，当然自習が上手な生徒」と 言った意味ではない。

「自分の可能性を広げようと思える，動ける，顕いても，また動ける」 といった生徒である。

そしてできたこと j をよろこび，rできなかったこと」も楽しめる。そういう生徒である。

そして 目の前の生徒に対応した実践づくり Jを大事にしたいとも考える。生徒はさまざ

まであり ，また刻々と変わる。実践を通して変わる生徒に対し，実践内容もまた応じて変化さ

せる。授業作りとはそういう営みであると考える。意欲が弱っている生徒にはちょっと過保護

にやることも必要だろうし，やる気まんまんの生徒へは 「突き放した」くらいがちょうどいい。

以下，いくつか，本稿をまとめながら特徴かもj と思ったものを挙げておく 。

1 ちょっとした負荷を最初に 一一「よ くわからない」に挑戦させる

漢字学習で述べたが，漢字問題は，まず 「閉し、Jから始まる。「 しこうさくごI と音声で問

い，生徒はそれを書き付けようと思う 。 「見たことある IJとか rwしこう』は書けた。『さく

ご』ってjなどとちょっと考えている。そういう 「ちょっと悩む」のがよいと思う 。テレビ(日

本テレビ系 「世界一受けたい授業J)で茂木健一郎氏(脳科学者。 ソニーコンピュ ータサイエ

ンス研究所シニアリサーチャ ー，東京工業大学大学院連携教授)が「なやんでいるときも脳が

活発に動いているんですJとよく言っているがそういう状態に近いのでは，と思う 。 これを知

識伝達的に黒板に「試行錯誤Jと書き写せ。 20回」ってやってしまうとどうだった

つけJという脳の動きは期待できない。 「思い出した IJといった感動というか快感もない。

まずは[ちょっとした負荷を最初に」与えたい，と思っている。

と恩って，他の実践も見てみる。

例えば， r具体と抽象」では春のいぶき」の冒頭を提示し，何度か音読の後 r2つにわ
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けてJと指示する。「具体とはこういうこと」とかの説明はしない。何度か音読して「わかっ

たJと思ったはずの文章が自信を持って分けられない。そういう「なんでけと恩うような機

会を作りたい，と思っている。

「似てる」にしても これから比愉とか類推をやりますJ とは言わない。まずは，写真を

3つ並べるだけである。

rwよくわから ない』に挑戦」は標題がそのままである。 rwよくわからない』をあれこれ考

えるのがおもしろいのだ」と繰り返し伝える。そういう 中でj 古文を何度か音読の後この

手紙はだれのものj と訊ねる。漢文にしても，まずは， r楚人有欝盾与矛者。誉之日吾盾之竪!

莫能陥也。 Jと提示し， rどうしましょう Jと問う。そうやってよくわからない」

を l度確認しておいたほうが，かつての日本人が「よくわからない」ことに接した時，ひね

り出したと思われる知恵「訓読点」を，より「すばらしし、J と思えるだろう。

筆者の授業の基本形に fちょっとした負荷をまず最初にj がある ように思う 。

2 スモールステップと手応え

「ちょっとした負荷をまず最初に」与えた後は，けっこうスモールステップを重視する。

結論を言えばできるだけ，答えを伝達したくなし、」のである。テレビのクイズでも茂木

健一郎氏(前出)の「アハピクチャ」でもまだ，答え言わないで!Jと思う。あの感じを

大事にしたい。答えを聞いてしまったら，せっかく働こうと思っている脳が止まってしまう気

がする。けれど，ただほったらかしだと考える時間休憩j と思う生徒もでないとも

かぎらないので，ちょっとしたヒント(考えるきっかけ)は状況に応じて出す。

例えば具体と抽象Jでは春のいぶきJを2つにわけるという負荷に対し具体はこ

うJr抽象はこう j と言葉で説明するのでなく，単語 ・短文・短めの文章(6 0 0字程度)を

複数用いて何度も見抜こうとするうちになんとなくわかってきたし，見分けられるように

なってきたJとなるように実践を作るロ当然，授業自体の目的，教師としての筆者の目的は「具

体と抽象の観念を知り，理解し，自の前の文章からそれを見分けたり，具体と抽象を意識した

文章が書けるようになるJ といったところだが，生徒にとっては最初の段階では春のいぶ

きを 2つにわけよう Jrそのためのヒント，単語を 2つにわけよう」などと具体的な目標の下，

具体的な活動を続ける。「具体って何ですか」などと言語化は最初にはあまりやらない。やが

て，できるようになると ，実感を伴った言語化ができるだろうと考える。

実感として「できる IJを獲得するためのスモーノレステップである。

「できるけために「過保護」と恩われることも時にはする。生徒の反応を見てもう少

しわかっていなし、Jというとき ，かなり簡単なものも，そういう困っている生徒のために作る。

例えば具体と抽象を見分ける」の授業，資料 8と資料 9である。

それまで，ア，イ，ウ と箇条書きにしている文を，抽象，具体，さらに具体などと分け

た。が，それが r1連の文」つまり『普通の文章Jに繋がる，とピンと来ていない者もいるた

め，資料 8の筒条書きをそっくりそのまま資料 9として「普通の文章」化して配った。「普通

の文章」を「具体Jとか「抽象」にわける力をつけているのだ，ということの念押しである。

3 繰り返しのためのたくさんのテキスト
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大村はま (2004) は 「わかっていても言えないこともあります」と述べるロ「わかって

いることがそのとおり口に出せる，あるいは書けるというのは (pp50-51)容易ならざること

です。わかる力と表す力は別のものです」。

安易に「わかりましたかJ と尋ねるのではなく 「わかったj と自覚できるプリントを多く作

る。つまり具体と抽象を見分けるJの授業で言えば，ある単語なり，文章なりで「習得し

た」と恩われるカを他の単語なり，文章なりで試す 。「ことでもできるので，確かに習得したJ

と思えるようにしてい く。また，そこで使う短めの文章は教科書だけでなく，新聞や書籍等か

らも集める。「し、ろいろな文章でも，できる」と感じ取らせ， 自信に繋げる。いろいろな文章

を提示するのは，語1立や話題の習得としても効果がありそうであり，また，話題が変わること

で生徒が活動に飽きない，ということも効果として挙げられるだろう。

体育科で「跳び箱を跳べたJ.r今の，まぐれかもJともう 1度跳ぶ。試行錯誤の繰り返し

で 「跳べる」と自信ができ，繰り返すことで「跳び方」が身体化される。 さらにじゃ，段

を上げよう Jといっそう難易度の高いものに挑戦するチャンスが与えられる。

国語科でも「できる 1もう l回」とか「ちょっとランクアップj という感覚を作りたい。

わずかな個人的経験をもとに推し量って申し訳ないが，多くの国語科の授業においては，教

科書|頃に教材が扱われ， r説明的な文章JのときにくわしくしなさいJrまとめると，どうつ」

といった活動が現れるのではないか。そこでの活動が次の「くわしくしなさし、Jrまとめると，

どうつ J という活動に直接つながり j 連続性を生徒自身が感じられる ，という場面が少ないの

ではないか。教科書では説明的な文章Jが多くて 2つならび，そのあとに，語換の指導や，

「文学的な文章」につながっていく，というふうに構成されている。「具体Jr抽象Jの概念

獲得をまとめて，単語から短文 ・文章へとスモーノレステップと繰り返しを作るチャンスは，そ

こでは乏しい。要するに今やっていることが，次に役立つ」とか[他で通用する j と実感

することが少ないように恩われるのだ。

だからこそ，この f繰り返し」と 「積み上げJの取り組みは大事にしたb、。ただ，時間(週 3

時間)という限られた中でのやりくりは簡単ではない。

4 生徒が自分で問題を作る

例えば具体と抽象を見分ける」授業では，単穏や単文などを「具体と抽象に分ける」問

題を，できるだけ，各 自で作る。その閣姐を集め，W;者がプリン ト化 l.-，次時に配布する。た

くさんの問題に取り組め，先に述べたようにできた ?次に挑戦j ができるし，さらには，

隣の友達の考えや世界観を知る機会を得ることなどクラス作りのねらいもある。

「問題を作る j ということは，その内容の理解が必要であろう 。「理解」が要領よく言語化

されなくても理解し，問題が作れるJといった場合もあるようである。この「問題を作る j

によって理解している」をはかることができる。

例えば具体と抽象Jで(資料 2)，次のような問題をまず「分けなさいJと指示する。

①アりんごイぶどう ウくだものエキウイ

②アはくさいイやさい ウちんげんさいエにんじん

③アこくもつイむぎウこめエとうもろこし

④アくだものイしょくぶつ ウこくもっェやさい
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そして同じ仕組みの問題を作ってみよう I という指示と記入欄を添えておく 。

これだけの指示で，この④に①②③の「抽象」と「それらのさらに抽象j の単語を入れる者

が出てくる。この生徒らは「抽象」と「具体J[さらに具体」という筆者がこの活動の後に「マ

グロ 3段j と提示する概念をすでに理解しているヲということがわかる。

例えば，次の問題は生徒が作ったものである。

①アティンパニーイ シンパノレ ウ ハスドラムエ打楽器

②アビオライ弦楽器ウコントラパスエチェロ

③ア管楽器イ ファゴット ウ トランベットエチューハ

④ア打楽器イ管楽器ヴ楽器エ弦楽器

「問題を作る」こと自体に理解を促す作用もあるだろうと想像される。「具体と抽象ってど

ういう関係かJ[それを具体的に説明するとどうなるかI といったメタ認知を促すきっかけと

なるように思う 。

これらを含めたみんなが作った問題」をプリントとして生徒が解くことで自分はま

ったく気づかなかったが，そういうのがわかる人もいる，すごいj とわかる」の奥深さを

知る機会にもなるだろう 。またまだこの生徒はそヤモヤしている」といったことも教師に

ある程度伝わり?評価の機会となる。 もちろん，何度も多く問題を解き，同じ思考法を積み上

げることで， [具体と抽象」についての 「概念Jが身につきやすくなるだろう，と考える。

また，こんな作間においても船j のことを書くスポーツ」のことを書く，など，生

徒各々の興味関心が現れる o それが他の生徒にとって，少なからず興味を促す。同じ教室で過

ごしても，そういう情報をやりとりする機会はそう多くはないように思う 。

他者への興味を育てることや，他者へ伝える楽しみを知ることと，コミュニケーション能力

を生徒が自ら育てることは，相互関係があろう 。他者への興味や，他者へ伝える楽しみを育て

る活動は，コミュニケーション能力を育てることを期待される国語科として大切である。 「生

徒自身が作った問題」をプリント化などで共有することは，そうした効果もあるように思う。

この生徒たちが，後に(2年後半)，プレゼン演習をできた理由のひとつに，とうした 「自

分で作った作品Jを出し合う経験をしたことも挙げられるだろう 。

5 実践計画 (カリキュラム)は日 々書き換えられる

生徒の取り組みや表情，書いてくる内容などから，次の 11寺聞の実践は決められていく 。 「わ

かる J[できる j ことをめざし，プリントを中心とした授業を展開する。 当然ながら思っ

たよりも理解していない」とか「思った以上に早く理解した」など，目論見と違う反応を生徒

がする場合もある。あるいは， [暑 さが続いて，厳しい IJということだって，なくはない。

そういうとき，準備していたプリントと違う内容にしたり，順序を変えるなど，対応する。

例えば，意味論で 「抽象のハンゴj と呼ばれる概念 (S • 1 .ハヤカワ (1985))を，単純

化し抽象J[具体J [もっと具体」という 3段階として教えるとき，筆者はその概念を [..，.

グロ 3段」と呼ぶが，それは，以前の生徒が作った問題を受けてのことである(資料 6 )。

単純な 「具体と抽象j を見分ける聞いを作らせる場面で抽象，具体?もっと具体」の構造

の問いを作ってしまったのである。このように，生徒が作った問題には誤答も当然含まれるが，

そこから学ぶべきことはあり y それに対応し，このように 「それは大事な概念j と顕彰して名

をつけることもあれば，また，誤答に対応したプリントなど，活動を新たに作ることもある。
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62， 3年へのつながり方

これまでに述べたように，例えば， r具体」と 「抽象Jr似てる(類推)Jといった概念は，

l年生のこれらの授業の後には授業の中で 般的な用語として使っている。 1年のわずかの授

業数だけで具体と抽象を見分けられる」とか 「上手にまとめられる(抽象化できる)Jよ

うになるものではない。第 1学年で「漢文」をやる中， rw似てる 』を考えよう J といった発

聞をしているように(資料 2 1 )， 2年 3年でも折々の文章等で，繰り返し用語を提示し，

活用を求める。

「生徒が作聞を出し合う Jというやり 方は第 2学年では 自分で世界から選んだ 100問

自作プリント」や 「四字熟語 10個選ぶ」といった活動に繋がる。

次第に， r持ち寄り」という概念で筆者自身が捉えるようになる。

「持ち寄り Jの機会を増やし，みんなでアイデアを出し合う 。生徒が自ら問題を作ると 「問

題をやる機会が多くなる」とか「メタ認知できるJ といった利点だけでなく持ち寄る」経

験をとおし， r持ち寄りを楽しむJ作法を学んでいる，とも言えるだろう 。 1年の時，プリン

トの端に 「みんなも問題を作ろう I と書き込むやり方が，少しずつ形を変え，規模を変え，意

義を得て，練られているように思う 。

そうやって他者のアイデアに興味を持ったり 2 自分のアイデアを伝える楽しさは 2年，そ

して 3年での 「プレゼン演習j にもつながっている。

「プレゼン演習」は 2年の後期から始めることができた。

1年の段階ではひやかし」や 「集中力不足で聞けない生徒」などが想像されたため，見

送った。が，授業での楽しみ方が身につき，他者への信頼も少しずつ増した，と判断l.-，おそ

るおそる始めた。2年 3年と， 全員がローテーションで発表し，それも 16周ほど行っている。

そのプレゼンでも「具体と抽象Jr似てる」あるいは「対比」など語り方」を学ぶ機会

とし，友達の優れた作品を聞くことや， 自分で悩むことで，経験を積んでいる。

もちろんちょっとした負荷を最初に」受け，それを楽しんで克服する作法も， 2， 3年

でも繰り返し身につけさせようとしている。 「附属中生」というプライドからか，失敗を怒れ

る生徒もいるが， r知らなし、j とか 「わからないj も，けっこう授業の中で聞かれるようにな

った。プレゼンを聞き合う経験などが， r知らなしリ を言える関係を作っているようである。

2年時， 3年時(平成 21年度， 2 2年度)の取り組みについては別の機会に報告したい。

7 教育実習について

最後に，教育実習についても述へておく 。

附属校は教育実習を受け入れる。もちろん，実習生の免許取得のためであるが，できるなら，

目の前の中学生のためになる営みともしたい。

筆者は，筆者の立てたカリキュラムの 1部をなぞらせるのでなく， rあなたが値打ちがある，

ということを選び，生徒に伝え，生徒に経験させてくださしリという単純なお願いをしている。

平成 20年度は草野心平の詩Jを選ぶ実習生もいれば，自分の好きなパンクロックの歌

詞のよさをどう伝えるか腐心する実習生や，旅の写真を用いてストーリーを作らせる実習生な

どもいて，筆者からのお願いに各々応えようとしてくれた。巧拙はどうあれこの内容をや
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りたし、Jr伝えたい」というのは，生徒に少しは伝わったのではないか，と感じた。

また，授業見学に来てくれた実習生諸君にはできるだけ r1分間スピーチJをしてもらい，

自己紹介やふるさと自慢などお願いしている。 それらで生徒が「閣くおもしろさ j を繰り返し

経験したということも，後に 「プレゼン演習Iが可能になった理由のひとつと理解している。

実習生は，進路選択，海外旅行，パイト，受験，恋愛など多彩な経験をしている。 生徒は，そ

ういう経験の 「持ち寄り」に面白さを感じ， r他者の話を聞く Jことへの興味を育てたのだろ

う。また，実習生の語りを繰り返し聞くことで語りの枠組みを学んだとも言えるかもしれない。

生徒が出会う人」それぞれからいろいろなものを受け取る。「出会う人I を「満員電車

の中で感じるような邪魔な存在」ではなく[一緒に歩み，与え与えられる関係Jと思える。そ

ういう学びの機会として 「教育実習j を考えたい。 もちろん，教師と生徒，生徒と生徒の関係

も同様と考えている。

爾藤 隆彦(鳥取大学附属中学校)
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生徒へ， r負荷を楽しむ」であるとか失敗も楽しむ」といったことを繰り返し伝えています。rr持ち寄り』を

楽しもうj とも言 っています。研究紀要という場において?私も 「負荷を楽しみJr失敗も楽しみJr持ち寄るJこ

とは意義深い，と考えました。

この機会を与えてくださった「鳥取大学」および 「鳥取大学 大学教育支緩機構教育センター」関係諸氏に，感

謝いたします。

3年生受け持ちの 12月， 1月。 特に 1月。 時聞を絞り出し，準備室に飽もる鷲藤。その問に，粛々と受験体制

を整えてくれた徳高学年主任，学年スタップ。国語科的アドパイス他で支えてくれる松岡副校長はじめ国語科スタ

ッフ。地域学部 小笠原 拓先生。ありがとうございます。吉田勝雄さん(米子市立後藤ヶ丘中学校)タイトルや

キーワードの欧文訳のアドバイス!助かりました。ありがとうございます。

「どんどん書こう j と背中を押してくださる同志社女子大，松崎E治先生。 この紀要を2書くか，迷った時， r書く

べきJとはっきりと道筋を教えていただき，私にアドハイスを続けてくださる演本純逸先生，感謝申し上げます。

もちろん，すきあれば部屋で仕事し!職場からの帰りも日々遅い私を「夫」と して 「父」として「息子Jとして

支えてくれる家族，そして，さまざまに「持ち守り J刺激を与えあった平成 20年度入学の生徒諸君にも感謝しま

す。ありがとう。
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